
2023 年 11 月 13 日、松岡から関係者へのメール 
 
国際開発学会・企画セッション「人口減少社会における創造的復興とは何か？」のお礼 

 
中村様、工藤様、穂積様、木全様、戸川様、島田様、辻様 
CC：早稲田大学 関係の皆様 
BCC：福島再生塾・設立準備会 関係の皆様 

 
11 月 12 日（日）15:00-17:00、上智大学で開催されました国際開発学会・第 34 回全国大会・

企画セッション「人口減少社会における創造的復興とは何か？」では、創造的復興、まちづく

り、地域再生などをめぐり、地域社会内外の多様なアクターによる「場」づくりのあり方や知

識創造・イノベーション創出のあり方など、大変充実した議論が出来ました。報告者の方々、

秋田からご参加いただいた討論者の中村さん、工藤さん、福島（富岡町）から参加いただいた

穂積さんなど、参加された皆さんに心から感謝申し上げます。 
 
木全さんの陸前高田市の事例報告、戸川さんの紫波町オガールプロジェクトの事例報告、島

田さん・辻さん・松岡の福島浜通り復興の事例報告は、まちづくりのビジョンやコンセプトの

形成プロセス、公民連携（PPP）のプロセス、よそ者（外部者）と地域社会内の人々との関係、

社会イノベーション創造のための知識創造や資源動員のあり方、政策形成と「対話の場」＝「学

びの場」の関係（科学と政治と社会の協働）のあり方など、さらに幾つかの基本的な評価軸で

比較研究すると一層興味深い研究成果が生まれ、実践への教訓が明確になるように思います。

引き続き調査研究を続けたいと思いますので、よろしくお願いします。 
 
中村さんのコメントの研究者・専門家としてのまちづくりや地域再生への関与（参与）のあ

り方は、大学に籍を置く研究者・学者として深く考える必要を感じました。12年半前の東日本

大震災・福島原発事故は日本の大学と政治や社会のあり方を考える大きな機会だったのですが、

今になって思うと、持続的な大学改革への努力が根本的に不足していたように思います。ある

意味で、そうした自主的な持続的な努力の不足が、「失われた 30年」の日本の科学技術力や日

本の大学の国際的な地位低下の大きな要因の一つであるように思います。 
 
工藤さんが最後の方でコメントいただいた以下の指摘は、福島の復興や廃炉の研究をする者

として大変重く心に響きました。 
「この 12年半、福島へボランティアや視察などで訪れた人は私の周りにも多くいる。しかし、

そうした多くの人々の福島の復興や廃炉への関心は持続せず、福島県浜通り地域の関係人口と

はなっていない。このことは、福島県のホープツーリズムなどが提供する福島復興のメッセー

ジやコンセプトと日本社会や世界の福島への想いが乖離していることを示しているのではない

か。『福島の問題は日本の問題であり、福島の問題は世界の問題である』ということを明確なメ

ッセージやコンセプトとして示していくことが必要ではないか」。 
 
引き続きよろしくお願いします。 
 
早稲田大学 
松岡 俊二 


